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淀川河川名事業名

●位置図

治水－２８

●現状の課題

兵庫県南部地震時には、建物の崩壊等に
より陸上交通が混乱し、負傷者の輸送や復
旧作業のための資材輸送等に支障を生じ
たことから、震災時の緊急輸送を目的とし
て淀川の船着場の整備とあわせて、河川敷
内に緊急用河川敷道路を整備してきたとこ
ろであるが、淀川大堰から三川合流点まで
の区間で連続的に通行できない区間（約５
㎞）がある。

●スケジュール

地先大阪府　京都府 　　　淀川沿川市町村府　県 　　　　－

●河川整備の方針

河川管理施設被災時の早期復旧や緊急物
資輸送等の手段として緊急用河川敷道路
及び船着場の整備を行ってきたが、未整備
の箇所については早期に完成させる。

12行目行p.41ページ５．３．３章項目説明資料（第2稿）での記載箇所

実施
H17 H19H15 H21 H23 H25

　　緊急用河川敷道路事業

●事業費

・全体事業費　　　　　　　約 ４１億円

・うち執行済　　　　　　　　約 ３０億円

・うち整備計画期間内　　約 １１億円

・うち整備計画期間以降 約　　０円

●具体的な整備内容

　緊急用河川敷道路　

　　・淀川大堰から三川合流点までの　
　 区間を連続的に通行できるよう継　
　　続実施する。
　　　整備延長　４．８㎞

●事業の数量・諸元等　　　　　　　　　
　　　・全体数量　

　　　　延長　　約５３ｋｍ

　　・うち整備計画期間内数量　

　　　　延長　　約　５ｋｍ
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●横断図

　　

●平面図

近畿地方整備局
淀川工事事務所

凡　例　　
整 備 済
未 整 備

大阪府 京都府

緊急用船着場

緊急用河川敷道路

国土交通省
淀川河川事務所

治水－２８

緊急用河川敷道路の活用

国道１７１号

国道１号

国道２号

国
道

４
３

号

国
道

１
７
０
号

緊急用河川敷道路は、高水敷に標準７ｍで設置する。

負傷者の輸送

緊急物資の輸送

避難場所(公園)

避難場所(学校)

ｱｸｾｽ道路

仮設住宅

堤防

負傷者の輸送
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●整備効果

◆緊急用河川敷道路を利用した輸送手段の効果

　　　一般道路が混乱しても　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　大阪と京都とを直接輸送が可能

　　　　主要幹線道路との接続により、　　　
　　　沿川都市への物資輸送が効率　　　
　　　的となる。 　　　　　

　５．４　４．７　９．３負傷者数

　０．４　０．３　１．０死 者 数

１４．７１４．０１５．７半壊棟数

　９．４　７．６１９．３全壊棟数

黄檗断層
（Ｍ７．１）

西山断層
（Ｍ７．５）

花折断層
（Ｍ７．６）

罹災者数　　　　
■ 2000人以上　　
■ 1000人～2000人
■ 500人～1000人
■ 250人～ 500人
空白 250人未満　

※被害想定断層モデル　　　
　大阪府域「生駒断層系」　
　京都府域「花折断層」

大阪での地震被害想定　（単位：万人）

　１．５　２．５　５．７負傷者数

０．０８　０．３　０．７死 者 数

　５．８　８．９１２．８半壊棟数

　０．８　５．０１０．５全壊棟数

有馬高槻
（Ｍ７．０）

生駒断層
（Ｍ６．８）

上町断層
（Ｍ６．９）

京都での地震被害想定　（単位：万人）

国道２号

国道１号

国道１７１号

近畿自動車道

名神高速道路

京滋バイパス

中国自動車道

京都第二外環状道路

京
都

と
大

阪
と

の
連

携
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●提案理由

兵庫県南部地震の教訓兵庫県南部地震の教訓

①医療救護、救急救助、物資輸送、
代替輸送、避難手段及び緊急輸送路
の確保等が大きな課題となった。

緊急用河川敷道路及び船着場の整備

②船舶による緊急時の人員物資輸送
が見直された。

地震災害により交通混乱を起こしている状況
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